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イチョウの黄葉度を利用した都市微気候の可視化
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多摩ニュータウンは 1967 年（昭和 42 年）に東京の郊外にある多摩丘陵に作られた大規模な
ベッドタウンである。当初の開発は京王線と小田急線が乗り入れる永山駅周辺から多摩センタ
ー駅の周辺までであったが，現在では，京王相模原線が延長して開業した京王堀之内駅，南大






（図 1 の A）を小山内裏トンネルが貫通している。その後、南大沢駅付近では南側の尾根（図 1
の B）と北側の尾根（図 1 の C）に挟まれた谷を走る。さらに東に向かうと，京王堀之内駅と
多摩センター駅の間にある松ヶ谷トンネルでまたさらに尾根（図 1 の D）を貫通し多摩センタ
ーの街の中心へと向かってゆく。その後，一定の傾斜で下りながら鎌倉街道と合流し永山駅付
近から多摩川の流れる関戸方面へと進む。










前節で示した都道 158 号線の両側の歩道にはイチョウが約 1,350 本植栽されている。例年こ
の地域のイチョウは 11 月上旬に黄葉が始まり 12 月上旬から中旬にかけて落葉する。図 3 に
2001，2002 年の秋に観察を行ったイチョウの黄葉の進行の様子を示す。グラフ縦軸の数値がイ
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図 1. 多摩ニュータウンの地形図（国土地理院，平成 12 年 9 月 1 日発行，八王子 1:50,000）
図 2. GPS 測定による都道 158 号線の各地点の高度（m）
チョウの黄葉度を示している。黄葉度の定量化に際しては、街路樹のイチョウをすべてナンバ
リングし，個体差による誤差や読み取り誤差をなるべく少なくするために 5 本ごとに黄葉度を
表現している。5 本のイチョウすべてが黄葉している場合には黄葉度は 5，4 本が黄葉している
場合には黄葉度は 4，そして，5 本とも黄葉が始まっていない場合を 0 とした。横軸は 1 から
135 まで 5 本ごとに割り付けられたイチョウのグループ番号である。1が地形図上では多摩ニュ
ータウン入り口の交差点を示し，135 は東側の諏訪下橋交差点付近のイチョウを示している。
ここではすべて道路の東側にあるイチョウの黄葉度のデータを示したものである。2001 年と
2002 年のイチョウの黄葉の進み具合を比較すると，2001 年 10 月末には南大沢付近ですでに黄
葉が始まっているが，2002 年の 10 月末にはどの場所でも黄葉は始まっていない。しかし，11
月 20 日頃の黄葉度を比較すると 2002 年は観察地域のすべての場所でほぼ黄葉が進んでいるに
もかかわらず，2001 年はまだまばらである。これは，2001 年は 10 月には冷え込む日が多くあ
り，11 月には比較的暖かい日が多くあったと推測できる。一方，2002 年は 10 月に暖かい日が
多く，11 月に入り急に冷え込んだと推測できる。この観測結果はそのときの月間平均気温によ
り裏付けることができる。表 1 に多摩ニュータウンの近隣地域である八王子と府中の月間平均
気温を示す。表 1 から 2001 年の秋は 10 月に平年どおり冷え込み，11 月は平年並みであること




表 1 府中および八王子の 2001 年と 2002 年の月間平均気温（℃）
（気象庁ホームページ電子閲覧室，http://www.data.kishou.go.jp/index.htmより）
八王子� 10月� 11月� 府中� 10月� 11月�
2001年� 16.4 10.2 2001年� 17.0 10.9
2002年� 16.7 8.6 2002年� 17.4 9.5








されていることがわかる。初めの 1 から 8 付近までは図 1 の地形図中の Aの尾根の西側に位置
している。イチョウの黄葉の進行状況から，JR橋本駅や相模原駅付近の街の気候が読み取れる。
つまり，街の熱によって温暖化した環境のなかでイチョウの黄葉は比較的ゆっくりと進んでい
ると推測できる。つぎの 9付近から 35 付近までは図 1の尾根 Aから南大沢駅付近までの部分で
あり，通りの周囲には熱源となる建物などは隣接していない地域である。全体を通じてこの部
分の黄葉が一番早く進行している。36 付近から 78 付近までが道路の両側に熱源となる店舗や
マンションが点在している部分である。この部分は，京王堀之内駅を中心にした地域で急激な
起伏の変化は少ない。78 と 79 の間には図 1 の地形図で示した Dの尾根（道路は松ヶ谷トンネ
ルを抜ける）があり，ここもその両側で気温環境がさえぎられている場所である。79 付近から






図 4と図 5 は図 2 で示した高度計測地点におけるイチョウの黄葉度を定量化したものである。














図 4. 都道 158 号線沿いのイチョウの黄葉の進行状況（道路東側，2004 年秋）
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る。そのため、都市化への開発が現在進行中の場所でもある。2001 年から 2003 年の秋に毎年










a 交差点の東側パチンコ店前 b 交差点の西側
図 6 2001 年の南大沢二丁目付近のイチョウの黄葉の様子
わかる。一方，2001 年にはすべてのイチョウがほぼ同時に黄葉していた bの場所では，2002 年
には建物前だけ黄葉が遅れていることがわかる。黄葉が遅れている場所は，建物の出入り口付
近である。図 9 には建物がどれくらいの温度を保っているかをサーモグラフィーによって計測
した結果を示す。計測は 2002 年 12 月 17 日に行ったものである。aは夕方の 18:30 頃で，bは深
夜 23:40 頃のものである。一日のうちで建物に熱が一番多く蓄積される夕方では，その外側の
表面温度は高いところで約 10 ℃，低いところで 5℃くらいである。一方，販売所の営業が終わ
って周囲の気温が十分下がった深夜になっても建物はあまり冷えていないことがわかる。深夜
にもかかわらずその表面温度は，高いところで約 8℃，低いところでも 2，3 ℃を保っているこ
とがわかる。
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a 交差点の東側パチンコ店前 b 交差点の西側
図 7 2002 年の南大沢二丁目付近のイチョウの黄葉の様子
a 交差点の東側パチンコ店前 b 交差点の西側




されていない 2001 年 11 月 7 日である。なるべく，樹の全体の葉の平均的な色を抽出するため
に，それぞれの樹から 5枚の葉を採取した。その結果を図 10 a, bに示す。図 10 の aは南大沢二
丁目交差点の北側のイチョウ，bは交差点の南側（パチンコ店側）のイチョウである。図 11 は





a. 2002 年 12 月 17 日 18:30 頃 b. 2002 年 12 月 17 日 23:40 頃
図 9 南大沢二丁目交差点西側のマンション現地販売所の温度分布
⑩　　 ⑨　　 ⑧　　 ⑦　　 ⑥　 ⑤　　　④　　 ③　　　②　　　 ①
a. 南大沢二丁目交差点の北側のイチョウ
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⑩　　　 ⑨　　　 ⑧　 ⑦　　 ⑥ ⑤　　 ④　　 ③　　　②　　　①
b. 南大沢二丁目交差点の南側（パチンコ店側）のイチョウ
図 10 南大沢二丁目交差点南側と北側のイチョウ（2001 年 11 月 7 日採取）
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図 14 中央分離帯の温度分布（赤：約 10 ℃、緑： 2～ 3℃、青：-2 ～-3 ℃）
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